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ま
た
運
営
す
る
の
は
業
務
委
託
さ

れ
た
民
間
の
事
業
者
で
す
。

　
８
月
12
日
午
前
10
時
よ
り
、
今

年
度
４
回
目
が
鎌
田
地
区
公
民
館

に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
10
人
で
、
女
性
５
人
、
男
性

５
人
で
す
。
70
代
以
上
は
７
人
で

し
た
。
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
人

は
６
人
で
、
そ
の
方
た
ち
の
参
加

公
民
館
報
デ
ジ
タ
ル
化
の
こ
れ
か
ら

の
動
機
は
「
よ
り
使
い
こ
な
し
た

い
か
ら
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
音
声
入
力
や
二
次
元

コ
ー
ド
の
利
用
な
ど
、
複
雑
な
入

力
を
回
避
す
る
こ
と
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
。
講
師
ス
タ
ッ
フ
は
２
人
で
、

利
用
経
験
者
で
さ
え
改
め
て
発
見

す
る
事
柄
も
あ
り
、
分
か
り
や
す

い
講
習
で
し
た
。

　

参
加
者
の
感
想
は
、「
次
回
も
受

け
た
い
」「
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」

「
い
ろ
い
ろ
な
用
途
に
使
っ
て
み
た

い
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
利
用
拡

大
を
予
感
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
館
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
に
何
か
し
ら
の
有
益
性
が
要

求
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
ス
キ

ル
を
持
っ
た
専
門
家
の
援
助
も
必

要
で
す
。
こ
の
講
習
会
の
よ
う
に
、

推
進
者
、参
加
者
、協
力
者
が
マ
ッ

チ
し
た
姿
が
館
報
の
編
集
に
も
求

め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

松
本
市
は
昨
年
好
評
だ
っ
た「
ス

マ
ホ
体
験
講
座
」
に
続
き
、
今
年

度
は
「
ス
マ
ホ
体
験
講
習
会
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
19
日
ま
で
に
５
会
場
で
実

施
さ
れ
、
45
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

評
価
は
上
々
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

「（
講
習
会
を
）
家
族
や
友
人
に
勧

め
た
い
程
度
は
」
と
い
う
設
問
に
、

80
％
以
上
が
10
点
満
点
の
回
答
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
参
加
者
の

95
％
が
60
代
以
上
で
、
80
代
以
上

は
20
％
強
で
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
基
本
的
使

用
方
法
の
ほ
か
、
二
次
元
コ
ー
ド
、

地
図
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
な
ど
、

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
、
そ

の
会
場
ご
と
に
準
備
さ
れ
ま
す
。

　

松
本
の
大
き
な
伝
統

行
事
の
一
つ
「
深
志
神

社
天
神
祭
り
」
が
、
７

月
24
日
・
25
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
2
年
間
は
神
事
の
み

だ
っ
た
祭
り
は
、
急
激

な
第
7
波
拡
大
を
受
け
、

慎
重
に
感
染
対
策
を
行

い
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
町
会
と
協
議

の
う
え
、
今
年
は
漆
塗

り
の
豪
華
な
舞
台
15

台
（
市
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
）
が
そ
ろ
っ
て

奉
納
さ
れ
る
と
、
境
内
は
活
気

づ
き
参
拝
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

25
日
の
夕
刻
に
は
、
町
内
に
舞

台
庫
が
あ
る
本
町
５
丁
目
の
舞

台
は
お
囃
子
の
音
と
と
も
に
街

中
を
え
い
行
し
ま
し
た
。

　

深
志
神
社
の
創
建
は
古
く
、
江

戸
時
代
に
は
お
城
と
城
下
町
の

総
鎮
守
と
し
て
歴
代
城
主
か
ら

も
敬
わ
れ
ま
し
た
。「
天
神
祭
り
」

は
城
主
小
笠
原
忠
真
が
南
深
志

の
町
内
に
舞
台
を
造
ら
せ
た
こ
と

か
ら
始
ま
る
（
１
６
１
５
年
）
と

伝
え
ら
れ
ま
す
。
町
人
の
心
意
気

を
競
い
あ
っ
て
制
作
し
て
き
た
舞

台
は
、
信
州
一
の
商
都
松
本
の
繁

栄
の
象
徴
で
も
あ
り
ま
す
。

　

城
主
水
野
忠
直
か
ら
寄
進
さ

れ
た
二
基
の
神
輿
（
市
重
要
文
化

財
）
も
、
信
州
松
本
松
深
会
の
担

ぎ
手
に
よ
り
氏
子
町
内
巡
り
が

で
き
ま
し
た
。

　

市
街
地
の
住
民
と
子
ど
も
の

減
少
は
深
刻
で
、
舞
台
の
曳
手
は

町
会
ご
と
対
策
を
行
い
、
お
囃
子

の
子
ど
も
の
教
室
は
市
全
体
か
ら

募
る
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
。

　

松
本
深
志
舞
台
保
存
会
の
石

塚
会
長
は
「
皆
が
協
力
し
あ
っ
て

で
き
る
だ
け
の
努
力
を
し
、
舞
台

の
奉
納
が
で
き
た
。
大
切
な
伝
統

文
化
は
継
承
し
、
松
本
の
ま
ち
に

の
こ
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
舞
台
奉
納 ―

 

天
神
祭
り ―

わ
が
ま
ち
自
慢
（
第
一・二
地
区
）

よ
り
よ
い
デ
ジ
タ
ル
化

講
習
会
の
実
際

好
評
の
講
習
会

シ
リ
ー
ズ

〈
第
４
回
〉

公
民
館
報
は
現
在
ス
マ
ホ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。
し
か
し
今
推
進
さ

れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
で
は
、

今
後
何
が
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
ス
マ
ホ
体
験
講
習
会
」

に
そ
の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

スクリーンも活用して分かりやすく

個別の相談にも対応

閲覧できる公民館報と
二次元コード

〈舞台の復活で賑わう境内　2022.7.25 撮影〉

は
や

た
だ
ざ
ね

し
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芳
川
地
区
に
は
、
若
者
は
地
域

と
の
関
わ
り
が
少
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
す
。
若
者
の
地
域
参

画
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り

組
む
た
め
に
、
芳
川
地
区
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、

昨
年
７
月
に
芳
川
い
き
い
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

中
学
生
、高
校
生
、大
学
生
に
と
っ

て
は
自
分
の
自
由
な
ア
イ
デ
ア
を
、

若
者
が
中
心
と
な
っ
て
実
現
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
青
空
市
、
地
域

住
民
が
災
害
の
時
に
も
役
立
て
ら

れ
る
家
族
紹
介
カ
ー
ド
づ
く
り
、

小
学
生
向
け
の
『
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
』

体
験
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
カ
月
に
一
回
開
か
れ
る
会
議

で
は
、
遠
方
の
学
生
や
、
電
車
の

中
か
ら
参
加
し
た
学
生
も
い
ま
し

た
。
発
言
し
や
す
い
空
気
が
あ
り
、

積
極
的
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

青
空
市
で
の
企
画
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
「
人
と
関
わ
る
の
が
好
き
だ
か
ら

参
加
を
決
め
た
」
と
信
州
大
学
繊

維
学
部
の
松
浦
結
奈
さ
ん
は
話
し

ま
す
。「
去
年
の
青
空
市
で
た
く
さ

ん
の
人
と
交
流
で
き
た
。
皆
が
楽

し
む
光
景
を
見
て
、
参
加
し
て
良

か
っ
た
と
感
じ
た
」
と
同
学
部
の

高
崎
照
瑛
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
青

空
市
な
ど
、
多
く
の
地
域
住
民
と

関
わ
る
機
会
は
、
大
学
で
は
な
か

な
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

学
生
た
ち
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
し
て
、
地
域
に
問
題
意

識
を
持
ち
ま
し
た
。

　

気
軽
に
参
加
し
た
活
動
か
ら
、

地
域
の
課
題
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
効
果
は
重
要
と
言
え
ま
す
。
未

来
の
松
本
を
支
え
て
い
く
若
者
た

ち
に
は
、
地
域
の
課
題
を
知
る
た

め
に
、
参
加
し
や
す
い
活
動
の
機

会
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
山
登
り

を
自
粛
し
て
い
る
。

七
十
歳
を
過
ぎ
て
も

山
に
登
り
た
い
。
そ

れ
に
は
体
力
を
維
持

し
な
く
て
は
。
退
職

後
近
く
の
ジ
ム
に
通

い
始
め
、
四
年
数
ヶ
月
に
な
る
。

感
染
対
策
を
し
て
い
る
ジ
ム
に
通

え
る
の
は
あ
り
が
た
い
▼
以
前
肩

を
ケ
ガ
し
手
術
し
た
影
響
で
、
右

腕
は
ま
っ
す
ぐ
上
に
あ
が
ら
な

か
っ
た
。
ジ
ム
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
徐
々
に
改
善
し

て
き
た
。
完
全
に
は
元
に
戻
ら
な

い
が
、
か
な
り
あ
が
る
よ
う
に
な

り
嬉
し
い
▼
ま
た
、
左
ひ
ざ
を
痛

め
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
治
療
し
、
回

復
し
た
。
と
こ
ろ
が
自
粛
前
、
最

後
の
山
登
り
の
時
で
あ
る
。
上
高

地
の
明
神
岳
ひ
ょ
う
た
ん
池
を
日

帰
り
往
復
し
た
。
帰
り
の
ガ
レ
場

で
左
ひ
ざ
を
か
ば
い
、
今
度
は
右

ひ
ざ
を
痛
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

後
治
っ
た
も
の
の
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
足
り
な
い
▼
高
齢
者
と
単
独

行
の
登
山
者
の
遭
難
が
多
い
。
遭

難
は
誰
も
が
起
こ
し
た
く
な
い
と

思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。や
は
り
し
っ

か
り
体
力
を
つ
け
た
い
。
山
小
屋

で
の
乾
杯
を
楽
し
み
に
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
む
日
々
で
あ
る
。
山

登
り
の
仲
間
が
足
腰
丈
夫
な
う
ち

に
、
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
ほ
し

い
も
の
で
あ
る
。

⑧
地
域
住
民
と
学
生
が
つ
な
が
る

芳
川
地
区

い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

芳
川
地
区

い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

視 点 

若
者
と
一
緒
に

活
動
か
ら
地
域
課
題
へ

地
域
住
民
と
の
関
わ
り

ZOOMを用いたハイブリットな会議

昨年の青空市の企画運営をした学生たち

写真でつづる
まつもと今昔59まつもと今昔59

1935年に河童橋まで乗合バスが延伸し、上
高地が身近な観光地となります。先代の稲
核橋は、地域の交通基盤としても大活躍し
ました。

（撮影：1962年）

稲核ダムの建設に伴い、現在の橋に架け替
えられました。手前には先代の橋も並んで見
られます。
※1962年撮影と同じ地点から。

（撮影：2019 年 6 月）

～ 時代の流れにあわせて ～
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折
も
折
、
翌
年
の
白
板
公
民
館

新
館
開
館
に
間
に
合
わ
せ
よ
う
と

編
集
委
員
会
を
組
織
し
、
８
カ
月

足
ら
ず
で
白
板
地
区
の
歴
史
や
町

会
・
公
民
館
活
動
・
各
種
団
体
・

施
設
な
ど
を
記
載
し
た
地
域
テ
キ

ス
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

約
3
0
0
部
作
成
さ
れ
た
テ
キ

ス
ト
は
、
地
区
内
の
小
中
学
校
な

ど
に
配
布
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

住
民
の
高
齢
化
や
、
高
台
に
居

住
す
る
住
民
の
、
買
い
物
な
ど
の

移
動
困
難
な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お

り
、
支
援
が
必
要
で
す
。

　

城
山
腰
と
呼
ば
れ
る
城
山
の
な

だ
ら
か
な
斜
面
に
は
、
多
く
の
遺

構
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

地
区
内
に
は
女
鳥
羽
川
や
奈
良

井
川
が
流
れ
、
稲
作
が
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
や
交
通
の
要
所
で

あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

住
居
跡
は
宮
渕
本
村
遺
構
の
弥

生
時
代
竪
穴
住
居
11
や
蟻
ケ
崎
遺

跡
の
奈
良
・
平
安
時
代
の
竪
穴
住

居
な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
物
と
し
て
開
き
松
古
墳
の
眉

庇
付
冑
や
神
社
の
畑
か
ら
蝶
形
磐

（
楽
器
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

白
板
地
区
、
宮
渕
地
籍
の
初
見

は
応
永
７
年
（
1
4
0
0
年
・
松

本
市
史
に
よ
る
）
で
、
蟻
ケ
崎
の

地
名
は
天
文
21
年
（
1
5
5
2
年
）

に
小
笠
原
長
時
の
建
仁
寺
へ
の
請

願
文
に
み
ら
れ
ま
す
。

　

不
当
な
年
貢
取
立
て
を
直
訴
し

た
貞
享
騒
動
の
、
多
田
加
助
の
義

民
塚
も
あ
り
ま
す
。

　

北
部
公
民
館
は
昭
和
56
年

（
1
9
8
1
年
）
の
22
館
整
備
計

画
で
誕
生
し
、
の
ち
に
城
北
・
安

原
が
独
立
し
て
白
板
地
区
が
誕
生

し
ま
し
た
。
公
民
館
の
建
物
は
平

成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
４
月
に

城
山
の
高
台
か
ら
、
北
松
本
駅
よ

り
で
福
祉
ひ
ろ
ば
か
ら
徒
歩
5
分

の
位
置
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
12
月
、
白
板
・
波
田
・

本
郷
の
３
地
区
が
地
域
テ
キ
ス
ト

の
モ
デ
ル
地
区
と
な
り
ま
し
た
。

松本平の野鳥たち

コロナで中断していた今井ドンパン夏祭りが３年ぶ
りに開催されました。飲食の夜店・バンド演奏・盆
踊りなどはありませんでしたが、夜店・太鼓演奏・
打ち上げ花火が夜空を彩り、大勢の住民が楽しみ
ました。
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表紙について

白
板
地
区
の
歴
史
は

公
民
館
の
変
遷

地
域
テ
キ
ス
ト

今
後
の
課
題

（撮影　2022.8.14 今井小学校校庭）

スズメとほぼ同じ大きさ。カラ類の中では色彩豊かで、
“腹部が山吹色のカラ”が名前の由来。全国に分布
し、留鳥として繁殖。野鳥の中では余り人を恐れない鳥
で観察しやすい。かつて、縁日で「おみくじ」を引いてい
た小鳥としても馴染みが深い。雑食性で昆虫やクモの
ほかに固い木の実（写真：エゴノキの実）が大好物。

ヤマガラ （2021.10 アルプス公園　写真提供：信州野鳥の会）

モデル事業・地域テキスト

加助の悲哀、貞享義民塚

白
板
地
区

今井ドンパン夏祭り

27

市
街
地
北
西
部
に
あ
る
白
板
地
区
は
、
人
口
５
、９
９
９
人
、
３
、０

４
１
世
帯
で
す
。
65
歳
以
上
の
人
口
比
率
は
、
29
・
５
％
で
す
。

14
町
会
の
規
模
は
、
最
多
の
蟻
ケ
崎
西
町
会
７
１
２
世
帯
か
ら
最
少

の
駒
町
27
世
帯
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

場所を移転した白板公民館

松 本 市 公 民 館 報 【全市版】2022（令和４）年　9　月　30　日（金） 第 363号 ⑥


